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会
長
挨
拶

共
生
と
協
働
の
理
念
で
新
た
な
活
動
を
展
開
し
ま
し
ょ
う

昨
年
歳
末
の
衆
院
総
選
挙
に
よ
る
政
権
交
代
以
来
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
久
方
の
好
況
感

の
ー
方
で
、
福
島
原
発
事
故
後
不
透
明
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
近
隣
諸
国
と
の
不
要
な
紛
議
頻
発
の
た
め

先
行
き
不
透
明
感
・
不
安
感
が
依
然
と
し
て
続
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
動
向
を
反
映
し
・
共
生
と
協

働
の
理
念
の
下
、
科
学
技
術
の
望
ま
し
い
社
会
的
使
命
を
共
考
す
る
本
会
の
今
後
の
取
り
組
み
方
に
つ
い

て
も
本
格
的
な
再
検
討
を
求
め
ら
れ
る
時
期
に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

本
会
は
平
成
二
十
三
年
＝
P
O
法
改
正
に
伴
い
、
京
都
市
役
所
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
定
款
の
修
正
に
つ

い
て
、
そ
の
形
式
的
事
項
修
正
の
つ
い
で
に
、
電
子
会
議
方
式
の
採
用
や
副
会
長
数
の
改
正
（
最
大
二
名

か
ら
四
名
に
増
加
）
な
ど
を
今
年
五
月
二
十
四
日
の
通
常
総
会
に
て
行
い
ま
し
た
。
当
会
の
＝
P
O
法
人

化
以
来
、
副
会
長
と
し
て
当
方
を
支
え
て
下
さ
っ
た
杉
万
俊
夫
先
生
は
京
大
人
間
・
環
境
学
研
究
科
で
の

要
職
の
公
務
激
化
の
た
め
当
会
の
副
会
長
は
辞
任
さ
れ
、
替
わ
っ
て
五
福
明
夫
理
事
と
吉
田
民
也
理
事
の

ぉ
二
人
が
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
の
当
方
は
古
希
を
越
え
て
お
り
・
ま
た
中
国
へ
の
長
期
滞

在
も
ま
だ
予
定
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
れ
か
ら
副
会
長
の
方
々
を
中
心
に
、
理
事
、
監
事
と
会
員
の
皆
様
と

で
、
今
後
の
本
会
の
新
し
い
方
向
へ
の
展
開
を
検
討
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
第
十
号
と
な
る
本
号
で
は
、
こ
こ
一
年
間
の
主
な
行
事
の
結
果
を

皆
様
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
尽
力
い
た
だ
い
た
役
員
、
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
々

に
感
謝
し
ま
す
。
ま
た
本
号
の
発
行
で
は
京
都
市
地
域
自
治
推
進
室
か
ら
新
た
に
補
助
を
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
様
の
本
年
の
ご
健
勝
と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
　
会
長
　
吉
川
　
柴
和



会員の種類
シンビオ社会研究会の会員には次の4種類があります。
1．正会員　2．登録会員　3．賛助会員　4，海外連絡会員
海外連絡会員は、理事会の推薦で会長が海外の個人に委嘱しています。

各会員の入会金、年会費とサービス内容は、シンビオ社会研究会のホームページを
ご覧ください（※ ）。なお、海外連絡会員は、入会金、年会費は不要です。
● 本会の行う活動行事等にご参加の方には、ご本人の同意を得て登録会員になって

もらうようにしております（入会金、年会費不要）。登録会員から正会員への変
更には入会金は不要です。

● 正会員で2年間正会員費を滞納されると自動的に登録会員に変更します。
また、2012年度より賛助会員に個人会員を設けました（賛助会費は寄付金とみな
されます）。

入会の方法
シンビオ社会研究会のホームページをご覧の上、ホームページ
申込書をダウンロードして、下記のいずれかの方法で申込書を

● 郵送の場合
〒606－ 8202　　京都市左京区田中大堰町49
（公財）応用科学研究所内

シンビオ社会研究会　事務局宛

（※ ）ht t p：／／www．i j nsweb．com／？type＝COmmOn＆act i on＝tOPPage
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シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
の
会
員
情
報
・
役
員
リ
ス
ト
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黄璧会・シンビオ社会研究会共催　講演会・懇親会
平成25年5月24日　　於＝京都大学百周年時計台記念館

講
演
会
・
懇
親
会
（
黄
葉
会
と
共
催
）
報
告

吉
田
　
民
也
　
記

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
、
京
都
大
学
百
周
年
時
計
台
記
念
館
に

て
平
成
二
十
五
年
度
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
・
通
常
総
会
の
あ
と
、
黄
葉
会
と
共
催
で

恒
例
の
シ
ン
ビ
オ
講
演
会
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
会
場
の
予
定
時
間
の
都
合
で
、
講
演
会
は
午
後
四
時
半
に
開
始
し
、
黄
璧
会
会

員
の
達
脇
正
雄
氏
（
キ
ヤ
ノ
ン
I
T
S
メ
デ
ィ
カ
ル
株
式
会
社
取
締
役
相
談
役
）
か
ら

「
医
療
分
野
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
課
題
」
と
題
し
て
約
一
時
間
に
わ
た
り
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
身
近
で
興
味
深

い
講
演
の
内
容
に
参
加
者
か
ら
途
切
れ
な
く
質
問
が
続
い
て
、
議
論
が
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
六
時
過
ぎ
よ
り
参
加
者
三
十
三
名
に
よ
り
懇
親
会
に
移
り
ま
し
た
。
長
松
隆

先
生
の
司
会
に
よ
り
、
神
谷
俊
夫
氏
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
若
林
二
郎
先
生
の
乾

杯
の
発
声
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
参
加
者
全
員
が
自
己
紹
介
、
近
況
報

告
な
ど
時
間
制
限
な
く
語
る
進
行
と
な
り
、
会
場
の
皆
さ
ま
が
一
体
と
な
り
、
和
や
か

な
夕
べ
と
な
り
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
下
田
研
究
室
の
学
生
十
名
が
参
加
し
、
そ
の
う
え
講
演
会
と
懇
親
会
の
進

行
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
老
若
世
代
間
の
交
流
を
活
発
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
方
々
を
含
め
、
講
演
会
、
懇
親
会
の
開
催
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



中野加都子先生とフォイヤヘアト先生

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
の
国
際
動
向
を
考
煮
る
」

吉
田
　
民
也
　
記

関
西
原
子
力
懇
談
会
と
日
本
原
子
力
学
会
関
西
支
部
と
の
共
催
に
よ
る
恒
例
の
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
の
国
際
動
向
を
考
え
る
』
講
演
会
を
、
平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
、

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。
約
六
十
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
二
つ
の
講
演
が
あ
り
、
最
初
の
講
演
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ー
日

本
と
ド
イ
ツ
を
比
較
し
っ
つ
」
と
題
し
て
、
神
戸
山
手
大
学
元
教
授
の
K
・
H
・
フ
ォ
イ

ヤ
ヘ
ア
ト
氏
と
同
大
学
教
授
の
中
野
加
都
子
さ
ん
が
ペ
ア
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
中
野
さ

ん
が
概
要
説
明
と
司
会
役
を
分
担
さ
れ
、
フ
ォ
イ
ヤ
ヘ
ア
ト
氏
が
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
欧
州
の
電
力
事
情
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
福
島
事

故
の
後
、
い
ち
は
や
く
脱
原
発
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
た
ド
イ
ツ
を
見
習

う
べ
し
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
が
、
お
二
人
は
日
本
と
ド
イ
ツ
で
は
置
か
れ
た
環
境
が
異
な

る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
欧
州
で
は
国
ご
と
に
風
力
、
太
陽
光
、
ガ
ス
、
原
子
力
の

優
位
性
が
異
な
る
の
を
欧
州
共
同
体
全
体
の
電
力
網
で
つ
な
い
で
全
体
と
し
て
電
力
安
定

化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
欧
州
共
同
体
の
中
だ
か
ら
こ
そ
可
能
な
ド
イ
ツ
の
政
策
と

い
う
見
方
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
講
演
の
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
工
学
－
産
業
と
社
会
の
安
全
へ
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

で
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
工
学
の
世
界
的
主
導
者
で
あ
る
南
デ
ン
マ
ー
ク
大
学
教
授
エ
リ

ッ
ク
・
ホ
ル
ナ
ゲ
ル
氏
か
ら
、
従
来
型
ア
プ
ロ
ー
チ
と
対
比
し
て
第
二
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
は
大
事
故
発
生
の
た
び
に
そ
の
原
因
を
徹
底
分
析
し
て
再
発
防

止
策
を
立
て
る
。
こ
れ
は
大
事
な
プ
ロ
セ
ス
だ
が
、
起
っ
た
事
故
に
学
ん
で
対
策
す
る
だ

け
で
は
想
定
外
を
含
め
た
将
来
の
事
故
発
生
に
は
対
処
で
き
な
い
。
同
氏
は
、
日
常
、
日

々
の
変
動
性
の
中
で
う
ま
く
対
応
し
て
い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
ど
う
し
て
う
ま
く
い
っ

て
い
る
の
か
そ
の
性
質
を
調
べ
学
習
し
、
こ
れ
を
先
取
り
的
に
日
々
の
安
全
管
理
の
改
善

に
生
か
す
、
こ
の
よ
う
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
工
学
の
見
方
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。



シ
ン
ビ
オ
講
演
会
・
懇
親
会
（
黄
葉
会
と
共
催
）
報
告

中
村
　
洋
之
　
記

毎
年
、
関
東
の
本
会
会
員
お
よ
び
黄
葉
会
会
員
が
中
心
に
な
り
開
催
し
て
い
る
関
東
シ
ン

ビ
オ
・
黄
葉
会
講
演
会
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
五
日
、
東
京
品
川
の
京
都
大
学
東
京
オ

フ
ィ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
　
（
参
加
者
約
三
十
名
）
。

講
演
一
で
は
、
日
本
原
子
力
発
電
参
与
で
本
会
監
事
の
新
田
隆
司
氏
が
「
安
全
な
原
子
力
発

電
で
安
定
し
た
電
力
供
給
を
そ
し
て
安
心
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。
同
氏
は
ま
ず
そ
の
四
十
年
間
の
原
子
力
実
務
経
験
を
振
り
返
り
つ
つ
、
平
成

二
十
三
年
三
月
の
東
京
電
力
福
島
事
故
を
要
約
し
、
そ
の
う
え
で
、
脱
原
発
へ
な
び
く
社
会

の
動
き
や
原
子
力
発
電
事
業
の
環
境
激
変
は
あ
る
も
の
の
事
業
者
の
使
命
は
変
わ
ら
ず
重
要

で
あ
る
と
述
べ
、
課
題
と
し
て
現
実
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
を
目
指
す
政
策
の
確
立
、

原
子
力
の
信
頼
の
回
復
、
専
門
性
の
尊
重
、
事
業
者
側
の
知
見
を
活
用
し
た
規
制
行
政
な
ら

び
に
技
術
力
向
上
と
人
材
育
成
の
必
要
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

講
演
二
で
は
、
旭
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
相
談
役
で
本
会
監
事
の
永
里
善
彦
氏
が
「
迷
走
す
る

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
審
議
会
等
に
産
業

界
委
員
と
し
て
参
加
し
豊
か
な
経
験
を
お
持
ち
の
同
氏
は
、
日
本
経
済
は
近
年
劣
化
し
て
お

り
そ
こ
に
東
日
本
大
震
災
と
福
島
事
故
の
打
撃
が
加
わ
っ
た
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
脱

原
発
志
向
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
過
剰
期
待
に
基
づ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
戦
略
に
は

問
題
が
あ
り
、
取
る
べ
き
優
先
政
策
は
デ
フ
レ
経
済
脱
却
と
成
長
経
済
へ
の
転
換
、
雇
用
増

大
、
税
収
増
加
に
よ
る
国
債
残
高
の
減
少
だ
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
単
に
国
民
生
活

を
犠
牲
に
す
る
だ
け
の
地
球
温
暖
化
政
策
は
取
る
べ
き
で
は
な
く
、
日
本
は
率
先
垂
範
し
て

優
れ
た
そ
の
環
境
技
術
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
で
地
球
規
模
の
温
室
効
果
ガ
ス
減
少
に
貢
献

す
る
、
そ
れ
こ
そ
が
世
界
の
益
と
な
り
国
益
に
も
つ
な
が
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
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オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
2
報
告
　
そ
の
一

吉
川
　
柴
和
　
記

シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
は
、
例
年
夏
季
に
国
内
開
催
の
国
際
会
議
に
出
席
の
海
外
研
究
者

を
京
都
に
招
き
、
関
連
国
内
研
究
者
と
の
間
で
特
定
の
テ
ー
マ
で
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
度
は
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
学
核
科
学
与
工
程
学
院
と
の
共
催
で
、
九
月
三
日
芝

蘭
会
館
別
館
で
、
「
原
子
力
と
そ
の
他
の
プ
ロ
セ
ス
シ
ス
テ
ム
の
先
進
状
態
監
視
技
術
」
を

テ
ー
マ
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
日
本
、
中
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

米
国
、
ド
イ
ツ
の
五
カ
国
の
研
究
者
と
学
生
の
計
四
十
名
で
招
待
講
演
一
件
、
研
究
発
表
十

件
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
翌
日
は
、
海
外
参
加
者
を
対
象
に
福
井
県
若
狭
地
区
の
関
連
研
究
・
訓

練
施
設
の
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
京
都
駅
前
か
ら
バ
ス
で
出
発
、
ま
ず
㈱
原

子
力
安
全
シ
ス
テ
ム
研
究
所
を
訪
問
、
昼
食
後
は
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
高
速

原
型
炉
も
ん
じ
ゅ
と
P
W
R
運
転
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、
そ
の
後
折
か
ら
開
催
中
の
敦

賀
祭
り
の
会
場
で
合
流
し
、
午
後
七
時
に
バ
ス
は
京
都
駅
前
に
到
着
、
直
ち
に
近
く
の
寿
司

レ
ス
ト
ラ
ン
で
打
ち
上
げ
パ
ー
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。
現
地
見
学
会
で
は
、
㈱
原
子
力
安
全
シ

ス
テ
ム
研
究
所
、
（
独
）
　
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
、
㈱
原
子
力
発
電
訓
練
セ
ン
タ
ー
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
二
で
は
招
待
講
演
、
そ
の
三
で
は
十
件
の
研
究
発
表
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詳
細
は
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
＝
＆
R
シ
ス
テ
ム
　
（
※
）
　
を

ご
覧
下
さ
い
。



国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
2
報
告

発
電
所
の
静
止
機
器
の
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」爪　

吉
川
　
柴
和
　
記

ゼ
感
想

こ
の
分
野
の
世
界
的
権
威
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ボ
ン
ド
博
士
（
米
国
ア
イ
オ
ワ
州
立
大
学
航
空
宇

宙
工
学
科
非
破
壊
検
査
セ
ン
タ
ー
教
授
・
所
長
）
は
、
米
国
の
原
子
力
発
電
所
の
運
転
状
況
と

最
近
の
静
止
機
器
の
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
具
体
的
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
ず
最
近
の
米
国
原
発
の
良
好
な
稼
働
状
況
と
六
十
年
か
ら
八
十
年
へ
の
運
転
延
長
の
動
き
を

紹
介
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う
機
器
劣
化
診
断
法
と
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
重
要
性
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。

原
発
の
複
雑
な
経
年
劣
化
現
象
に
は
内
部
経
年
変
化
と
外
部
要
因
に
よ
る
経
年
劣
化
が
あ
り
、

最
近
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
劣
化
や
ケ
ー
ブ
ル
劣
化
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
述
べ
、
ま

た
・
最
近
の
劣
化
診
断
技
術
と
し
て
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ガ
イ
デ
ッ
ド
ウ
ル

ト
ラ
ソ
ニ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
ブ
、
デ
イ
フ
ー
ズ
フ
ィ
ー
ル
ド
超
音
波
な
ど
の
そ
の
場
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

手
法
を
紹
介
し
、
測
定
結
果
に
基
づ
く
診
断
技
術
、
ベ
イ
ズ
統
計
に
よ
る
診
断
、
神
経
網
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
診
断
、
確
率
的
破
壊
力
学
な
ど
の
特
徴
と
適
用
例
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

結
論
と
し
て
、
動
的
機
器
の
診
断
に
加
え
て
原
発
の
八
十
年
稼
働
を
目
指
す
た
め
、
静
止
機
器

の
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
の
確
立
と
最
新
診
断
技
術
の
適
用
を
上
げ
て
プ
ロ
ア
ク
テ

ィ
ブ
な
診
断
に
よ
っ
て
維
持
管
理
の
信
頼
性
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
低
減
が
達
成
で
き
る
と
力
説

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
福
島
事
故
が
も
た
ら
し
た
原
子
力
へ
の
逆
風
に
鑑
み
、
当
面
四
十
年
を
越
え
る
原
発

の
運
転
延
長
は
そ
う
す
ん
な
り
と
受
け
入
れ
ら
れ
そ
う
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
米
国
で
は
原
発

の
六
十
年
運
転
延
長
が
進
み
、
次
の
目
標
と
し
て
八
十
年
延
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ボ
ン
ド

博
士
は
、
米
国
は
老
朽
原
発
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
の
で
な
く
、
主
要
機
器
を
常
に
最
新
機
器
に

取
り
替
え
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
進
展
で
ま
ず
六
十
年
の
運
転
延
長
を
実
現
し
、
今
後
は
八

十
年
延
長
を
目
標
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ボ
ン
ド
博
士



ン
ン
ビ
務
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
2
報
告
そ
の
三

表
十
件
の
概
要

吉
川
　
柴
和
　
記

今
回
の
シ
ン
ビ
オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
発
表
さ
れ
た
十
件
の
研
究
発
表
は
、
い
ず
れ
も
プ
ラ
ン
ト
の
先
進
状
態
監
視
技

術
に
関
係
し
、
そ
の
内
容
は
、
①
高
経
年
化
機
器
の
監
視
予
測
計
測
法
と
②
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
の
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
に
大
別
で

き
ま
す
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
①
で
は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
監
視
法
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
化
に
よ
る
配
管
減
肉
管
理
シ
ス
テ
ム
（
神
戸
大
・
小
島

氏
）
、
フ
ェ
ー
ズ
ド
ア
レ
イ
変
換
器
を
用
い
た
音
響
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
法
、
磁
気
音
響
弾
性
法
・
磁
気
加
熱
と
組
み
合
わ
せ
た

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
イ
（
京
大
・
松
本
氏
）
、
歪
セ
ン
サ
ー
ア
レ
イ
に
よ
る
弾
性
歪
の
連
続
測
定
法
T
＝
S
S
・
釜
谷
氏
）
、

レ
ー
ザ
イ
ン
タ
フ
ェ
ロ
メ
ト
リ
を
用
い
た
非
接
触
A
E
に
よ
る
回
転
機
器
ベ
ア
リ
ン
グ
異
常
検
出
（
J
A
E
A
・
大
田
氏
）
、

活
線
状
態
で
高
調
波
成
分
を
測
定
す
る
こ
と
で
モ
ー
タ
、
変
圧
器
・
ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
、
イ
ン
バ
ー
タ
回
路
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル

等
の
経
年
劣
化
、
断
線
な
ど
を
診
断
す
る
シ
ス
テ
ム
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
新
田
氏
）
の
五
件
の
発
表
で
、
ボ
ン
ド
博
士
が
招
待

講
演
で
展
望
し
た
機
器
劣
化
診
断
法
と
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
た
め
日
本
で
取
り
組
ん
で
い
る
技
術
開
発
の
一
端
を
紹

介
す
る
も
の
で
し
た
。

－
方
、
②
で
は
、
高
速
炉
も
ん
じ
ゅ
の
運
転
モ
ー
ド
の
順
次
切
り
替
え
の
…
ト
…
モ
デ
ル
表
現
（
デ
ン
マ
ー
ク
工
大
・
リ
ン

ド
氏
）
、
動
的
信
頼
性
解
析
手
法
G
O
 
F
L
O
W
の
各
種
機
能
統
合
化
（
宇
都
宮
大
・
松
岡
氏
）
、
機
能
モ
デ
リ
ン
グ
手
法

M
F
M
に
よ
る
プ
ラ
ン
ト
モ
デ
ル
構
築
と
G
O
 
F
L
O
W
手
法
を
統
合
す
る
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
（
ハ
ル
ビ
ン
工
程
大
・
楊
　
明

氏
）
、
原
子
力
発
電
所
用
状
態
監
視
統
合
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
新
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
工
学
手
法
（
中
国
原
子
力
研
究
所
・
陳

智
氏
）
、
P
S
A
用
市
販
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
R
I
S
K
…
A
＝
を
ベ
ー
ス
に
し
た
リ
ス
ク
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
C
O
S
M
O
S

（
N
E
L
・
倉
本
氏
）
の
五
件
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
一
般
に
は
対
立
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
安
全
性
と
経
済
性

目
標
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
リ
ス
ク
要
因
を
計
量
化
し
運
転
・
保
守
管
理
を
合
理
化
す
る
技
術
を
志
向
す
る
も
の
と
言
え
る
で

シ
ン
ビ
オ
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
2
0
1
2
の
全
体
サ
マ
リ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
は
、
シ
ン
ビ
オ
社
会
研
究
会
が
発
行
し
て
い

る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
I
J
＝
S
第
三
巻
第
三
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。



賢牒

（※ ）ht t p：／／symbi o－ neWSrePOrt j pn．orgをご参照ください。

≒
象
滋
登

石
井
　
裕
剛
　
記

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
、
「
人
間
、
社
会
、
環
境
と
調
和
す
る
科
学
技
術
の
創
成
」

を
目
的
と
し
て
、
新
た
な
文
理
融
合
型
の
学
術
活
動
に
自
由
な
発
想
・
着
想
で
幅
広
く

取
り
組
み
、
ま
た
人
脈
の
拡
大
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
情
報
発
信
と
交
流
の
場
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
、
年
三
回
の
研
究
談
話
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
研
究
談
話
会
で
は
、
大
阪
大
学
の
伊
藤
京
子
先
生
に
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
滞
在
記
」
と
題
し
て
、
一
年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
体
験
と
、
そ

の
時
に
実
施
さ
れ
た
合
成
顔
表
情
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
へ
の
意
識
調
査
の
研
究

に
つ
い
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
筆
者
（
石
井
）
　
の
方
か
ら
「
最
新
Ⅰ
－
技
術

の
プ
ラ
ン
ト
保
修
・
解
体
作
業
支
援
へ
の
応
用
の
可
能
性
」
と
題
し
て
、
近
年
の
I
T

技
術
の
発
展
と
そ
の
プ
ラ
ン
ト
保
修
・
解
体
作
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
お
話
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
講
演
後
、
「
最
新
I
C
－
技
術
は
役
に
立
つ
の
か
？
」
を
テ
ー
マ

に
総
合
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
I
C
T
は
役
に
立
つ
と
い
う
こ
と
に
お

お
む
ね
肯
定
的
で
あ
っ
た
一
方
で
、
世
代
に
よ
る
最
新
I
C
I
技
術
へ
の
習
熟
格
差

を
埋
め
る
こ
と
の
必
要
性
や
、
最
新
I
C
T
技
術
は
便
利
で
あ
る
半
面
、
い
ろ
い
ろ

な
観
点
で
の
危
険
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回
目
の
研
究
談
話
会
は
「
持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
三
回
目
の
研
究
談
話
会
は
「
人
と
人
の
か
か
わ
り
を
支
援
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
を
迎
え
、
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
各
研
究
談
話
会
で
の
講
演
や
討
論
の
詳
細
は
、
シ
ン
ビ
オ
ニ
ュ
ー
ス
＆

レ
ポ
ー
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
（
※
）
　
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。



2012年度の主な活動実績

2012年
4月21日
5月19日

7月25日
8月29－ 31日
9月3日
9月19日
10月10日
11月16日

12月15日

国際ジャーナルI J NS第3巻第1号
第4回理事会（2011年度）
通常総会・第1回理事会・講演会
国際ジャーナルI J NS第3巻第2号
国際会議STSS2012（岡山）
シンビオ国際ワークショップ2012（京都）
第2回理事会・第1回研究談話会
国際ジャーナルI J NS第3巻第3号
第2回研究談話会
関東シンビオ・黄璧会講演会（東京）

2013年
1月18日　　第3回理事会・第3回研究談話会
1月23日　　国際ジャーナルI J NS第3巻第4号
3月8日　　　第4回理事会・

「エネルギー環境問題の国際動向」講演会

2013年度の主な活動予定

2013年
5月7日
5月24日

6月
7月
9月
9月
11月

12月
12月
2014年
1月
3月上旬
3月上旬
5月

国際ジャーナルI J NS第4巻第1号
第5回理事会（2012年度）
通常総会・講演会
第1回理事会
国際ジャーナルI J NS第4巻第2号
研究談話会
第2回理事会
国際会議ISSNP2013
関東シンビオ・黄葉会講演会（東京）
第3回理事会

第4回理事会・研究談話会
「エネルギー環境問題の国際動向」講演会
第5回理事会
第6回理事会
通常総会・第1回理事会（2014年度）・講演会



地域のためにできること容顔撃塊ふ拙

NPO法人は，社会の様々な課題の解決に向け，
地域の住民組織とともに．地域社会を支える
主体の一つとして．重要な役割を担っています。
NPO法人が広く市民から支援を受けられる

環境を整備するために．NPO法が改正（平成
24年4月施行）されるとともに．所用の税制改正
が講じられるなど，寄附文化の醸成やNPO法人
の財政基盤の強化に向けた制度改正が行われました。

営利を目的としない公益活動を行うNPO法人
にとって．財政基盤の安定化を図ることは重要な
課題であり．特定の財源に依存しない財政面での
自立につながる寄附金はt　黄重な財源の一つと
なっています。

京者市では，市民活動を市民が
支える社会の構築に向けて，
寄附を通した市民の社会参加と
寄附を財源とするNPO法人の
活動を促進しています。

恕避たも「寄軌というかたもf
NPO法人の活動を
応援してみませんか。

京郡市NPOおうえん
このパンフレットはNPO法人の活動を知っていただき．

寄附文化の醸成を促進することを巳的とした斉郡市の補助金を
活用して作成しています．

讐
惹
き
曇
箸


